
 

 

第５号様式（第６条関係）  

 

早園小学校 学校運営協議会会議録  

 

会 議 の 名 称 第４回 早園小学校 学校運営協議会 

開 催 日 令和８年３月１０日（火） 

開 催 時 間 午後３時４５分 ～ ４時５０分 

開 催 場 所 早園小学校 理科室 

議 長 野瀬直子 

出 席 者 

野瀬直子・小林真希・川居静子・笠間功治・岡本敦夫・ 

斉藤恒夫 

住田順二・金子恵子・小田部寛・島貫はと子 

（欠席：飯島可奈子・小島朋見） 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 なし 

会 議 の 内 容 

【議題】 

１．  学校評価について 

２．  「あやせ 110 番の家」対応について  

３．  地域コーディネーターフォローアップ講習会の情報共有 

４．  その他 

【主な意見・決定事項など】 

議題１について 

①  全体としては、昨年とほぼ同じ傾向であった。  

②  No.2「児童の学校行事や特別活動への参加」について  

・学校としては、縦割り活動がいいと思っている。外でも一緒に遊ん 

でいる様子が見える。 

・学童保育では、縦割りでグループを固定している。高学年の責任感 

が高まる。 

③  No.5「学校のいじめの早期発見・再発防止の取組」について 

・保護者で、情報が届いていないと考えている人がいる。  

・具体的な事例がないと、学校の取組を理解してもらえない。 

⇒ 学校だよりで毎回、学校の取組を知らせるのもよい。  

・対策は毎年同じ。理由や良い方法が議論されているか。  

・手紙を出しただけではだめ。懇談会の出席率を上げる工夫も必要。 

・他校では懇談会を PTA が仲介し、子どもの様子が分かる、先生と話 

せる、などのメリットをうたい、出席率を上げた例がある。  

・懇談会の出席者については、低学年は多いが高学年は少ない。 

・懇談会等の出席者は、ほぼ固定している。  



 

 

・学校側には、親が欲しい情報が何か、求めている傾向をつかめてい 

ないかもしれない。その点の情報収集をする必要があると思われ  

る。 

 ⇒ 本協議会として、親のニーズの調査はできるかもしれない。  

④  No.9「児童に応じた支援の工夫」について  

・不登校の児童に対し、不登校等支援員が校内だけでなく、お迎えも 

担当してくれて助かっている。支援員の勤務は 4 時間/日だが、次 

年度から 6 時間/日に拡大する。これにより、給食を一緒に食べら 

れない子にも対応してもらえると思うので、期待している。 

議題２について 

①  自治会等を通じて地域に広げる取組をしている。  

②  学校側では１年生が通学路を歩いて「あやせ 110 番の家」の一軒を訪

問する企画がある。子どもたちに「守られている」という実感を与え

たい。 

議題３について 

①  「学校運営協議会について、先生方の理解を深める工夫も必要」、と

いう意見があったとのこと。 

議題４について 

①  3，4 年生で、プラザに出てこない子が増えた。塾や習い事ならいい

が、何をしているのか心配もある。 

②  連絡ボードは活用されている。椅子の脚に付ける古いテニスボール

は、近所のテニスクラブから入手できる見込みとなった。  

③  ミシン授業のサポートをした人から「楽しかった」との声を聞いた。 

④  卒業式は３月１９日（木）に行われる。 

【配付資料】 

１．令和７年度学校評価報告書（綾瀬市立早園小学校）  

次回開催予定 今年度は予定なし 

 


